






































はじめに 

 母子保健管理対策において貧血の問題は,月経や妊娠・分娩等,女性の生理と関わりが深

く,その頻度も低いとは言えず,地域差もみられており,また,妊娠による体内貯蔵鉄の欠乏

が回復されずに新たに妊娠することや,青年女子の潜在性鉄欠乏性貧血など依然大きな問

題である。 

 これらより,我々は 55 年度,56 年度において,青年女子の貧血に関して,その実態調査及

び貧血発生に関連する因子の調査を,また妊婦貧血に関して,その実態調査及び妊婦貧血の

治療状況,分娩時出血量の関連についての調査を行った。その結果,青年女子の貧血につい

ては.①貧血頻度が 7.1%から 13.3%と地域差がみられた(表 1)。②市部と農村部では,農村

部の貧血頻度が高い。③比体重の少ない者ほど血色素量が低い傾向がみられた。④労働程

度の強い者ほど血色素量が低い。⑤食生活上緑黄色野菜摂取量の少い者ほど血色素量が低

い傾向があった。⑥月経の不規則性,経血量との関連はみられなかった。という結果を得た。

また妊婦貧血については,①妊婦貧血は依然頻度が高い。②妊娠経過とともに急増し,妊娠

7・8月にピークとなり以後減少するパターンをとる(表 2)。③治療はよく行われており分

娩後,貧血の改善も認められた(表 3・4)。④経産婦において貧血者に分娩時出血量が多か

った。(表 5）という結果が得られた。 

 以上をふまえ,最終年度である今年度は,青年女子の貧血の管理・指導について,貧血検診

後の追跡調査,貧血に関する知識及び栄養摂取状況についての調査を行い検討した。また,

妊婦貧血については,これが母児におよぼす影響についての調査,妊娠中の貧血検査状況に

ついての調査を行い,地域保健管理の面より検討を行った。 


